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 冒頭、会のメンバーが口々に「懐かしかった」を連発。中身は覚えていないが、

間違いなく国語の時間に読んだ、中学だったか？と盛り上がった。 

 Mさんが、学校の教科書から小説がなくなるらしいとの噂を切り出し、それでま

た大騒ぎに。こういう名作を子供の頃に共有することの大切さを皆さん強調してい

た。 

 芥川は、日本で主流だった私小説を離れ、古今東西の伝記、説話をベースにして

彼一流の脚色をほどこした短編が多い。これもその一つで、中国の『杜子春伝』を

基にしつつも、大きく脚色しているようだ。 

 


